
129.甲賀郡信楽町五位ノ木

前期窯の採集遺物について

わが閣の六白I然に数えられる信機!;):、その~!h特の色

絢・形態によって、古来茶陶を中心に、珍重され、多

くのiitl誌がf三世きれている。とニろが六世7黛のうち、.

1~. t:骨・越前など似の五話震が、 ìi町長における発掘調査、

分布絢査の進展によって、そのw態が解明され、型式
編liFもすすんでいるのにt<Jし、{詩楽については、昭和

42fpに笑泌された名古畿大学:による'81町中井出稼の発

搬繍?ttを唯一例として、他に若干の確認調賓が災地さ

れただけで、分布調交もー許[1を|徐いて米務手の状態に

おかf.lていた。 このため、信楽については、これまで

多くの総務が公還をされているにもかかわらず、その笑

第 l図 イ立 鐙 図

態について、不分明な点が、きわめて多くあったので

ある。そして一方においては、信楽町内における手議々

の開発も徐々にすすみ、従来周知されていなかった重

要な逃j怖が、未調査のまま撲滅するというた事態を生

j足するにいたった。このような:伏態にかんがみ、f也元

信楽町教育委員会ては、昭和55年皮.-57年皮の3ヶ年

を要して、 ti~~~惑を中心とするIîIT内巡跡分布調査を実

施したのである。その成果:の一部は、 「信楽町内遺跡

分布図J として公刊されたが、宮崎査.によって係集され

た|膨大な造物については、未着手のままにおかれてい

る。そこで今回、それらの中から、信楽の成立につい

て一つの示唆を与えるものとして、北幸;Jj.田五位ノ木前

期J~震の逃物を紹介し、 Z費任の一端を果すことにし たい。

五位ノ水器完勝l止、甲賀君11信楽町大字神山才:五位ノ木

に所;布する古窯跡群である。本遺跡は、信楽閉め商務・

A中世言E ・近t!!:窯 (rやきもの集成sより}
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部、 三重県阿山町

に接する三郷山西

南麓一幣に位還し

ており、現在はf音

楽町の地絡に含ま

れるものの、元禄

13(1700 )年の三郷

山山論の決着まで

は、イ3主主記事買であっ

たと言われ、伊賀

の古窯勝とする見

解もみられる。し

かしながら、信楽

と伊賀は、上述の

とおり、地理的に

隣接して必り、そ

れぞれが茶陶とし

ての個性を獲得す

る近世以前におい

ては、形態や胎土

によって区別でき

ないのが実情であ

り、 一応本遺跡も

信楽と して考える

ことにしたい。

本遺跡、の言語跡群

は、三郷山の西南

麓、信栄町神山か

ら阿山町板山に通

ずる ~'ft.遂の北側の

斜面に階段状に分

布している。大き

く分けて4段に類

5}IJされ、桃山時代

とみられるー若手は

下段に、室町時代

とみられるー岩手は

中段から上段にみ

られる。かつては

山総一衛に陶片が

散布していたと震

われるが、今日で

は、ほとんどみら

れず、罪撲の数も正

確には判明しない。

ほぽ一段に 4-5

2主の祭跡が推測さ
れるので、会体と

¥三=
。
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しては凶器内外とみ られる。

祭の形態については、不明とせさるを得ないが、室

町時代の一群は、立地などからみて、斜面に構築され

た、地下式の答祭とえられるが、桃山時代の一群につ

いては、昭和11年に現地を訪れたE察側了一氏が、~~窯ー

より一歩すすんだや半地下式祭可と推定されており、

i可時期とみられる中井出合終で検出された、半地下式

の双胴式響窯である可能性も考えられよう。

2 

本遺跡の遺物は、いずれも線築巡物であり、その盆

も多くないカ~ここでは、そのうちょ段に分布する五

位ノ木前期察において採集した主要なものを図示し、

若干の解説を加えておきたい。なお採集された逃物は

畿 ・蛮 ・摺鉢の三艇のみで、他の母語緩は会〈含んでい

ない。

喜怒 (KOOl-K007) 殺は、いずれも口径23-32c01

をはかる大型品で、口綾部はやや退化した fN字状」

の断商を呈し、鎖音r~で大きく屈曲、 休部は全形を伺え

るものは少ないが、 r~盤状」に鋭〈内汚するものとみ

られる。広〈安定した平氏で、大きく内j脅して休部に

のびている。形態的には、南北朝から室町時代初期の

常滑の裂にきわめて類似しており 、系議的なつながり

が推定される。

受 (K008-KOll) 蛮は、直立する類部に、端部

を玉縁状に外反した口縁部がつくという、シンプルな

形態て¥体部は球状に丸〈液り出すとみられる。K008

は口径27.5cmをはかり 、畿の可能性もあるが、他はい

ずれも口径13-15C01をはかる。底部lま安定した平成で、

休部に向It斜方向に直線的にのびる。

摺鉢 (K012-K018) 摺鉢は、口径26-32cmをは

か 1)、口線・部i立、やや内湾し、さらに大きく外反、端

部を丸くおさめる。休部はほぼ直線的にの'び、成音sIま

---

遺跡逮景

ノ〆

第 3図 中井出 |号窯実測図(楢崎事長一氏製作)

安定した平底を塁する。内面には、櫛摘さの条痕を等

間隔に施しているが、一部を除いて、一筋のものが大

半であり、ょの穫のものとしては、古い様相を示すも

.のと雷えよう。

以上、五位ノ木前期言慢の採集巡物の概要を述べた。

ニれらの遺物li、いずれも、三郷山の陶土を使用した

もので、灰白色の微石総を含んだ明るい色絡の良好な

胎土て¥賞緑色ないし:赤禍色を呈している。そして、

よれらの造物の所属する年代は、型式編年がすすんで

いない現状では、明石在にしがたいが、上述のとおり、

'ìi\'ÿ~ との形態の矧似から 、 南北籾から室l灯時代初期に

かけての時期が、一応想定されよう。そして、このこ

とは、{去甲'fUls中i.!!:益出土とされる r応安己酋J(l369

年)の紀年銘をもっ小型裂が、本逃跡、の漢に近い形態

を示すことから浪付けることができるであろう。

周知のように常滑は、南北籾ごろから西日本を中心

に、従来の社寺だけでなく、一般庶民局にまで販路を

広げ、大量生産をすすめており 、本塁撲もかかる常滑の

外縁拡大の波のーっとして、その彩響下に成立したこ

とが推定されるであろう。(大橋信弥)
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